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(54)【発明の名称】 内視鏡及び内視鏡に使用される係止ピン

(57)【要約】
【課題】  湾曲部及び先端部の絶縁性及び気密性を確保
しつつ、長期間の使用でもキャップ部材が脱落せず、接
着剤が剥がれ落ちることのないようにし、しかもキャッ
プ部材の取外しも容易にする。
【解決手段】  キャップ部材５６は挿入部１の先端面に
対向する面に突起部を設け、挿入部はその先端面に上記
突起部を挿入可能に形成された突起部挿入孔４２ａと、
挿入された突起部を係止する折曲部を有する係止ピン６
１の折曲部６１ａを挿入部の外周面から突起部挿入孔へ
向けて挿入可能に形成した係止ピン挿入孔である先端部
側係止孔６３と、挿入部の外周面に形成され係止ピンの
残りの部分６１ｂを収納する収納溝６４とを設け、収納
溝は係止ピンを取外すための取外溝部６５を有し、係止
ピンを収納した状態でアングルゴムで被覆されるように
構成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡挿入部の先端面にキャップ部材が
装着されるとともに、前記内視鏡挿入部の外周面が被覆
部材で被覆された内視鏡において、
前記キャップ部材は、前記挿入部の先端面に対向する面
に突起部を設け、
前記挿入部は、その先端面に前記キャップ部材の突起部
を挿入可能に形成された突起部挿入孔と、前記突起部挿
入孔に挿入された前記突起部を係止する折曲部を有する
係止ピンの折曲部を前記挿入部の外周面から前記突起部
挿入孔へ向けて挿入可能に形成した係止ピン挿入孔と、
前記挿入部の外周面に形成され前記係止ピンの残りの部
分を収納する収納溝とを設け、
前記収納溝は前記係止ピンを取外すための取外溝部を有
し、前記係止ピンを収納した状態で前記被覆部材で被覆
されることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  請求項１に記載の内視鏡であって、前記
挿入部の係止ピン挿入孔は少なくとも一カ所折曲げた状
態の前記係止ピンにおける一端を含む折曲部を挿入可能
に形成し、前記挿入部の収納溝は前記係止ピンの他端を
含む残りの部分を収納可能に形成し、前記収納溝の取外
溝部は前記係止ピンの他端を収納する部位に形成したこ
とを特徴とする内視鏡。
【請求項３】  請求項１に記載の内視鏡であって、前記
挿入部の係止ピン挿入孔は一端部と他端部とを折曲げた
状態の前記係止ピンにおける一端の折曲部と他端の折曲
部をそれぞれ挿入可能な２つの孔で構成し、前記収納溝
は前記係止ピンの残りの中間部分を収納可能に形成し、
前記収納溝の取外溝部は前記係止ピンの中間部分を収納
する部位に形成したことを特徴とする内視鏡。
【請求項４】  請求項１、請求項２、請求項３のいずれ
かに記載の内視鏡に使用されることを特徴とする係止ピ
ン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療用等として用
いられる内視鏡、さらに詳しくは内視鏡の挿入部の先端
部分に特徴のある内視鏡及びこの内視鏡に使用される係
止ピンに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は、主に操作部とこの操作部に連
結され体内に挿入される可撓性を有する挿入部から構成
される。この挿入部は操作部に連結された可撓性を有す
る軟性部、この軟性部の先端側に連結された屈曲自在な
湾曲部、この湾曲部の先端に連結され対物レンズ等が形
成された先端部から構成される。
【０００３】上記軟性部は挿入部の大部分を構成するも
のであり、その外周面はポリウレタン等の外皮で被覆さ
れている。また、上記湾曲部は多数の節輪管を枢着ピン
で連枢着した節輪構造で構成され、その最先端に位置す
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る先端スリーブは上記先端部を構成する金属製の先端部
本体に嵌合固定されている。上記節輪構造体の外周は、
金属ネット及びＥＰＤＭ等の弾性体からなる被覆部材
(アングルゴム)で被覆されている。また、上記アングル
ゴムは上記先端部も覆うように配置される。金属の先端
部を絶縁する目的でこの先端部の先端面には樹脂製のキ
ャップ部材が装着される。
【０００４】図９に従来の内視鏡の挿入部先端の構成を
示す。先端部１０１の先端面に挿着されるキャップ部材
１０２には金属製のねじ１０６の頭部が挿入可能な挿通
孔１０３が形成され、金属製の先端部本体１０４にはね
じ１０６を取付可能なねじ孔１０５が形成されている。
そして、キャップ部材１０２を挿着する際には、先ずキ
ャップ部材１０２を先端部１０１の先端面に接着し、ね
じ１０５をキャップ部材１０２の挿通孔１０３を介して
先端部本体１０４のねじ孔１０５に締込むようにしてい
た。これにより、キャップ部材１０２は先端部１０１の
先端にしっかり固定され、万が一接着剤が接合能力を失
ってもねじ１０６で締込んでいるのでキャップ部材１０
２の剥がれ落ちを防止できる。
【０００５】このような内視鏡では、金属のねじ１０６
を先端部本体１０４に締込むので、金属のねじ１０６が
金属の先端本体部１０４と導通し、ねじ１０６の頭部を
介して内視鏡先端の外表面に露出してしまうことにな
り、内視鏡先端を完全な絶縁状態にすることができない
という問題があった。ねじ１０６が露出すると、例えば
高周波処置具がねじ１０６と接触した際に、高周波電流
が挿入部の内装機器に流れ、内装機器が破損する問題が
発生する。また、ねじ１０６が露出すると、先端部１０
１の絶縁性が確保できなくなり、ねじ１０６を通じて被
検者に電流が流れるおそれがある。
【０００６】このような問題を解消するため、従来は、
ねじ１０６を締込んだ後の挿通孔１０３に接着剤１０７
を埋込むようにしていた。こうして、湾曲部及び先端部
の絶縁性及び気密性が確保される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかし、ねじ１０６を
締込んだ後の挿通孔１０３に接着剤１０７を埋め込むよ
うにしても、長期間使用されると例えば接着剤の劣化、
ねじ１０６の緩み等によりキャップ部材１０２が脱落す
る虞がある。また、長期間の使用により接着剤１０７が
劣化し剥がれ落ちる虞もある。挿入部を体腔内に挿入し
た際に接着剤が剥がれると、剥がれた接着剤が異物とし
て体腔内に残るおそれがあるので、特に、気管や気管支
を観察する内視鏡では改善が要望されていた。
【０００８】このようなキャップ部材１０２の脱落を防
止するため、キャップ部材１０２をねじ１０６で留める
代りに、キャップ部材に突起部を設け、この突起部を先
端部の先端面に形成した突起部挿入孔に挿入し、この突
起部を先端部の外周面から直棒状のピンを差込んで突起
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部を突起部挿入孔に固定することにより、キャップ部材
の脱落を防止することも考えられる。しかも、この場
合、上記ピンは先端部の外周面から差込むので、アング
ルゴムで覆ってしまえば、接着剤１０７を使用する必要
もなくなる。確かにこのようにすれば、湾曲部及び先端
部の絶縁性及び気密性が確保され、長期間使用されても
キャップ部材が脱落しないようにすることができる。し
かも、接着剤１０７を使用しないのでキャップ部材から
接着剤１０７がはがれ落ちることもない。
【０００９】しかしながら、先端部の外周面から直棒状
のピンを差込むだけの構成では、内視鏡の修理などでキ
ャップ部材を外すとき、工具でピンを掴むことができ
ず、ピンを容易に抜くことができないという問題が考え
られる。
【００１０】そこで、本発明は、このような問題に鑑み
てなされたもので、その目的とするところは、湾曲部及
び先端部の絶縁性及び気密性が確保でき、長期間使用さ
れてもキャップ部材が脱落せず、接着剤が剥がれ落ちる
ことのない、しかもキャップ部材の取外しも容易な内視
鏡及びこの内視鏡に使用される係止ピンを提供すること
にある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明は、請求項１に記載のように、内視鏡挿入部
の先端面にキャップ部材が装着されるとともに、前記内
視鏡挿入部の外周面が被覆部材で被覆された内視鏡にお
いて、キャップ部材は、前記挿入部の先端面に対向する
面に突起部を設け、挿入部は、その先端面に前記キャッ
プ部材の突起部を挿入可能に形成された突起部挿入孔
と、前記突起部挿入孔に挿入された前記突起部を係止す
る折曲部を有する係止ピンの折曲部を前記挿入部の外周
面から前記突起部挿入孔へ向けて挿入可能に形成した係
止ピン挿入孔と、前記挿入部の外周面に形成され前記係
止ピンの残りの部分を収納する収納溝とを設け、収納溝
は前記係止ピンを取外すための取外溝部を有し、前記係
止ピンを収納した状態で前記被覆部材で被覆されること
を特徴とする内視鏡を提供する。係止ピンにより挿入部
の突起部挿入孔に挿入されたキャップ部材の突起部を係
止することにより、長期間使用されてもキャップ部材が
脱落しないように取付けることができる。また、係止ピ
ンの折曲部を挿入部の外周面から係止ピン挿入孔へ差込
み、係止ピンの残りの部分を挿入部の外周面に形成した
収納溝へ収納した状態で、その外周面は被覆部材で被覆
されるので、挿入部、特にその湾曲部及び先端部の絶縁
性及び気密性が確保できるとともに、接着剤を埋込んで
被覆することもないので接着剤が剥がれ落ちることもな
い。しかも、収納溝は係止ピンを取外すための取外溝部
を有するので、修理等を行う際には、工具などにより取
外溝部から係止ピンを容易に容易に取外すことができ
る。
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【００１２】また、請求項２に記載のように、前記挿入
部の係止ピン挿入孔は少なくとも一カ所折曲げた状態の
前記係止ピンにおける折曲部を挿入可能に形成し、前記
挿入部の収納溝は前記係止ピンの残りの部分を収納可能
に形成し、前記収納溝の取外溝部は前記係止ピンの他端
を収納する部位に形成する。これによれば、一カ所だけ
折曲げた状態の係止ピンの一端を含む折曲部を挿入部の
外周面から係止ピン挿入孔へ差込み、係止ピンの他端を
含む残りの部分を収納溝へ収納することができるので、
係止ピンの他端は工具などにより取外溝部から容易に引
起すことができ、この他端を工具などで掴むことがで
き、これにより、係止ピンを容易に取外すことができ
る。
【００１３】また、請求項３に記載のように、前記挿入
部の係止ピン挿入孔は一端部と他端部とを折曲げた状態
の前記係止ピンにおける一端の折曲部と他端の折曲部を
それぞれ挿入可能な２つの孔で構成し、前記収納溝は前
記係止ピンの残りの中間部分を収納可能に形成し、前記
収納溝の取外溝部は前記係止ピンの中間部分を収納する
部位に形成する。これによれば、一端部と他端部とを２
カ所折曲げた状態の係止ピンの一端と他端の折曲部を挿
入部の外周面からそれぞれの係止ピン挿入孔へ差込み、
係止ピンの残りの中間部分を収納溝へ収納することがで
きるので、係止ピンの中間部分は工具などにより取外溝
部から容易に引出すことができ、これにより、係止ピン
を容易に取外すことができる。
【００１４】また、本発明を別の観点から捉えれば、請
求項４に記載のように、請求項１、請求項２、請求項３
のいずれかに記載の内視鏡に使用されることを特徴とす
る係止ピンを提供することもできる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照しながら説明する。医療用等として用いられる内
視鏡の全体構成図を図１に示す。内視鏡は大別すると、
体腔内に挿入される挿入部１と、この挿入部１の基端部
が連設される本体操作部３と、この本体操作部３から引
出され、光源および電源に接続されるユニバーサルコー
ド部６とからなる。挿入部１の先端には、体内を観察す
るための観察光学系が配置された先端部１ａが設けら
れ、先端部１ａに隣接する位置には、２方向または４方
向の所定の角度に曲がるよう構成された湾曲部１ｂが設
けられている。
【００１６】上記本体操作部３には、挿入部１内部に形
成された図示しない鉗子チャンネル（鉗子等の処置具が
挿通する管路）へ鉗子等を導入する鉗子導入孔が形成さ
れた鉗子導入部４が設けられている。また、挿入部１内
部には図示しない吸引通路が設けられている。ここで
は、上記鉗子チャンネルと吸引通路は合流しており、先
端部１ａで開口することにより、吸引孔を兼ねる後述の
処置具導出孔を形成している。体内汚物や組織等の吸引
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5
はこの処置具導出孔から吸引通路を通じて行う。
【００１７】上記湾曲部１ｂは、本体操作部３に設けら
れた左右アングルツマミ２０、上下アングルツマミ２２
が回動操作されることによって湾曲操作され、これによ
り、先端部１ａが所望の方向に向けられる。また、左右
ロックツマミ２４が回動操作されると、左右アングルツ
マミ２０の回動がロックされ、上下ロックレバー２６が
回動操作されると、上下アングルツマミ２２の回動がロ
ックされる。これにより、湾曲部１ｂの湾曲姿勢が保持
される。上記先端部１ａの端面には、図３に示すように
照明部４２ｃ、４２ｃ、観察部４２ｄ、吸引孔を兼ねる
処置具導出孔４２ｅ、送気・送水ノズル４２ｆが配設さ
れている。観察部４２ｄには対物レンズ等が設けられ、
その内部には後述する固体撮像素子として例えばＣＣＤ
（Charge Coupled Device）４８が設けられている。上
記送気・送水ノズル４２ｆはキャップ部材５６に設けら
れている。この送気・送水ノズル４２ｆは観察部４２ｄ
に向けてエア又は液体の噴射口が開口し、先端部本体４
２側に向けてエア又は液体の導入口が突出して構成され
る。そして、上記先端部本体４２には図５（ａ）に示す
ように、キャップ部材５６を先端部本体４２に取付けた
ときに上記送気・送水ノズル４２ｆが入り込む凹部４２
ｇが形成されている。この凹部４２ｇには送気・送水ノ
ズル４２ｆの上記噴射口にエア又は液体を供給するため
の送気・送水孔４２ｈが形成されている。上記送気・送
水ノズル４２ｆはキャップ部材５６を先端部本体４２に
取付けたときに図示しない送気・送水孔４２ｇを介して
送気・送水管と連通する。本体操作部３には、送気・送
水ボタン２８と吸引ボタン３０とが並設されている。こ
の送気・送水ボタン２８が操作されると、エア又は液体
が図示しない送気・送水管及びこれに連通する上記送気
・送水孔４２ｇを介して上記先端部１ａの送気・送水ノ
ズル４２ｆから観察部４２ｄに向けて噴射される。ま
た、上記吸引ボタン３０が操作されると、上記吸引孔を
兼ねる処置具導出孔４２ｅから吸引通路を介して液体
（洗浄液、薬液、血液等の液体）などが吸引される。ま
た、本体操作部３には、シャッターボタン３２が設けら
れ、このシャッターボタン３２が操作されると上記固体
撮像素子からの画像が観察像として撮影される。
【００１８】上記本体操作部３には、例えば図示しない
光源装置からの照明光を先端部１ａの照明部４２ｃ、４
２ｃに伝送する光ファイバなどのライトガイド（Ｌ
Ｇ）、送気・送水管、後述する固体撮像素子からの信号
ケーブルなどを内装するＬＧ軟性部７の一端が接続され
ている。ＬＧ軟性部７の他端は分岐しており、その一方
の可撓管７ａはライトガイド（ＬＧ）、送気・送水管な
どが内装され、他方の可撓管７ｂは信号ケーブルなどが
内装される。
【００１９】一方の可撓管７ａはＬＧコネクタ８に接続
されている。ＬＧコネクタ８には、図示しないプロセッ
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サの光源装置に接続されるライトガイド棒８ａ、図示し
ない送水タンクに送水管を介して接続される送水用プラ
グ８ｂ、図示しない吸引ポンプに吸引管を介して接続さ
れる吸引プラグ８ｃが設けられている。他方の可撓管７
ｂは電気コネクタ９に接続されている。
【００２０】次に、上記先端部の構成を図面を参照しな
がら説明する。図２は先端部１ａの構成を示す断面図で
ある。先端部１ａの先端部本体４２の内部には、図示し
ない対物レンズなど複数のレンズを支持するレンズ鏡胴
４４が設けられている。レンズ鏡胴４４の後方にはプリ
ズム４６が配設され、このプリズム４６の出射端側には
固体撮像素子として例えばＣＣＤ（Charge Coupled Dev
ice）４８が設けられている。このＣＣＤ４８の受光面
には、観察部４２ｄを介してレンズ鏡胴４４の対物レン
ズ等から取込まれた観察像が上記プリズム４６を介して
結像される。この観察像はＣＣＤ４８によって電気信号
に変換され、この電気信号は信号ケーブル５０を介して
図１に示す電気コネクタ９から図示しないプロセッサに
出力される。プロセッサに出力された電気信号は、例え
ば信号処理回路によって映像信号に変換された後、図示
しないモニタに出力される。
【００２１】また、上記先端部本体４２には先端スリー
ブ５２が嵌合固定されている。この先端スリーブ５２は
湾曲部１ｂの節輪構造の最先端に位置し、湾曲部１ｂを
湾曲するための図示しないワイヤなどが取付けられてい
る。先端側は先端部本体42に嵌合固定されている。先端
部本体４２は金属で形成されおり、外周面は被覆部材と
してのアングルゴム５８で被覆されている。このアング
ルゴム５８により先端部本体４２のみならず湾曲部１ｂ
の外周面全体も被覆されている。アングルゴム５８は、
例えばＥＰＤＭ等で構成し、その先端部はキャップ部材
５６の端面に当接させた状態で糸５９で堅く巻回されて
いる。糸５９の上には接着剤６０を塗布して、アングル
ゴム５８を先端部本体４２に確実に固定する。
【００２２】上記先端部本体４２には、図５（ａ）に示
すように照明部４２ｃ、４２ｃ、観察部４２ｄ、処置具
導出孔を兼ねる吸引孔４２ｅ、送気・送水ノズル４２ｆ
が配設されている。また、先端部１ａの先端部本体４２
の先端面には、キャップ部材５６が取付けられており、
先端部本体４２が外部に露出しないように覆っている。
キャップ部材５６は、例えばポリスルホン等のプラスチ
ックで形成される。キャップ部材５６には照射窓４２
ｃ、４２ｃ、観察部４２ｄなどに臨む開口が形成されて
いる。
【００２３】上記キャップ部材５６の裏側、すなわち挿
入部１の先端面に対向する面には、図４に示すように略
円柱状の突起部５６ａが先端部１ａの軸方向に沿って形
成されており、この突起部５６ａには図５（ａ）に示す
係止ピン６１が差込まれるキャップ部材側係止部として
のキャップ部材側係止孔５６ｂが形成されている。この
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係止ピン６１はキャップ部材５６を先端部１ａに係止さ
せるためのものである。この係止ピン６１は例えばステ
ンレスなどを材質とし、ピンセットなどで容易に折曲げ
ることができる程度の細さで構成される。
【００２４】一方、先端部本体４２の先端面には、図５
（ａ）に示すように上記キャップ部材５６の突起部５６
ａが挿入される突起部挿入孔４２ａが先端部１ａの軸方
向に沿って形成されている。また、アングルゴム５８を
除いた挿入部１の外周面、例えば先端部本体４２の外周
面６２から突起部挿入孔４２ａに向けて突起部挿入孔４
２ａの内部を突抜けるように係止ピン６１の折曲部６１
ａを差込む係止ピン挿入孔としての先端部側係止孔６３
が形成されている。そして、先端部１ａの突起部挿入孔
４２ａにキャップ部材５６の突起部５６ａが挿入されて
いるとき、上記先端部側係止孔６３はキャップ部材側係
止孔５６ｂと連通するようになっている。
【００２５】また、アングルゴム５８を除いた挿入部１
の外周面、例えば先端部本体４２の外周面６２には、図
５（ａ）、（ｂ）に示すように係止ピン６１の他端を含
む残りの部分６１ｂを収納する収納溝が当該外周に沿っ
て形成されている。そして、収納溝６４は係止ピン６１
を取外すための取外溝部６５を有する。すなわち、収納
溝６４は係止ピン６１の残りの部分６１ｂよりもその他
端部側に少し長めに形成することにより取外溝部６５を
形成する。
【００２６】このような構成の内視鏡においては、挿入
部１の先端面、具体的には先端部１ａの先端面にキャッ
プ部材５６を取付ける場合には、先端部１ａの突起部挿
入孔４２ａにキャップ部材５６の突起部５６ａを挿入し
て取付ける。これにより、上記先端部側係止孔６３はキ
ャップ部材側係止孔５６ｂと連通する。そして、図５に
示すように一カ所を折曲げた係止ピン６１の一端を含む
折曲部６１ａを先端部１ａの外周面６２からキャップ部
材側係止孔５６ｂ及び先端部側係止孔６３に差込むとと
もに、係止ピン６１の残りの部分６１ｂを取外溝部６５
に収納する。これにより、キャップ部材５６は先端部１
ａの先端面にしっかり固定される。この状態で先端部１
ａの外周面６２をアングルゴム５８で被覆する。これに
より、係止ピン６１が外部に露出することを防止でき、
確実に外部と絶縁することができる。
【００２７】次に、内視鏡の修理などでキャップ部材５
６を外す場合には、挿入部１からアングルゴム５８を取
外した状態で、図６（ａ）に示すように工具などを取外
溝部６５に差込んで、図中矢印方向に係止ピン６１の他
端を含む残りの部分６１ｂを引起す。すると、図６
（ｂ）に示すような状態になる。この状態になれば、係
止ピン６１の他端を含む残りの部分６１ｂが先端部１ａ
の外周面６２の外側に突出るので、この残りの部分６１
ｂを工具（例えばピンセット）などで掴むことができる
ため、図６（ｃ）に示すように係止ピン６１を容易に抜
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取ることができる。
【００２８】このように、係止ピン６１により挿入部１
の突起部挿入孔４２ａに挿入されたキャップ部材５６の
突起部５６ａを係止することにより、長期間使用されて
もキャップ部材５６が脱落しないように取付けることが
できる。
【００２９】また、係止ピン６１の折曲部６１ａを挿入
部１の外周面６２からキャップ部材側係止孔５６ｂを突
抜けるように係止ピン挿入孔としての先端部側係止孔６
３へ差込み、係止ピン６１の残りの部分６１ｂを挿入部
１の外周面６２に形成した収納溝６４へ収納した状態
で、その外周面６２は被覆部材としてのアングルゴム５
８で被覆されるので、係止ピン６１が外部に露出される
ことはない。このため、挿入部１、特にその湾曲部１ｂ
及び先端部１ａの絶縁性及び気密性が確保できる。
【００３０】また、図９に示す従来のように接着剤１０
７を埋込んで被覆することもないので接着剤が剥がれ落
ちることもない。これにより、接着剤等の異物が体腔内
に残ることを防止できる。
【００３１】さらに、一カ所だけ折曲げた状態の係止ピ
ン６１の一端を含む折曲部６１ａを挿入部１の外周面６
２から先端部側係止孔６３へ差込み、係止ピン６１の他
端を含む残りの部分６１ｂを収納溝６４へ収納するの
で、係止ピン６１の他端は工具などにより取外溝部６５
から容易に引起すことができる。従って、この他端を工
具などで掴むことができ、これにより、係止ピン６１を
容易に取外すことができる。
【００３２】なお、本発明の実施の形態においては、一
カ所だけ折曲げた状態の係止ピン６１により、挿入部１
の突起部挿入孔４２ａに挿入されたキャップ部材５６の
突起部５６ａを係止するものについて述べたが、必ずし
もこれに限定されるものではなく、挿入部の係止ピン挿
入孔は、一端部と他端部とを２カ所折曲げた状態の係止
ピンにおける一端の折曲部と他端の折曲部をそれぞれ挿
入可能な２つの孔で構成し、収納溝は係止ピンの残りの
中間部分を収納可能に形成して、キャップ部材５６の突
起部５６ａを係止するものであってもよい。この場合、
収納溝の取外溝部は係止ピンの中間部分を収納する部位
に形成するようにしてもよい。
【００３３】具体的には、例えば図７（ａ）、（ｂ）に
示すように、一端部と他端部とを２カ所折曲げた状態の
係止ピン７１の一端の折曲部７１ａ、他端の折曲部７１
ｂを先端部１ａの外周面６２から挿入可能に形成した係
止ピン挿入孔７３、７６にそれぞれ差込み、係止ピン７
１の中間部分７１ｃを挿入部１における先端部１ａの外
周面６２に形成した収納溝７４に収納した状態で、その
外周面６２を被覆部材としてのアングルゴム５８で被覆
する。そして、収納溝７４は係止ピン７１の中間部分７
１ｃの断面径よりも挿入部１の先端側に少し大きめに形
成することにより取外溝部７５を形成してもよい。こう
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9
することにより、係止ピン７１の中間部分７１ｃは工具
などにより取外溝部７５から係止ピン７１の中間部分７
１ｃを引っかけることにより容易に引出すことができ
る。これにより、係止ピン７１を容易に取外すことがで
きる。
【００３４】また、図７（ａ）、（ｂ）では、図５
（ａ）、（ｂ）に示すものと同様に、キャップ部材５６
の突起部５６ａを突抜けるようにキャップ部材側係止孔
５６ｂを設け、係止ピン７１を差込むことによりキャッ
プ部材５６を係止しているが、必ずしもこれに限定され
るものではなく、図８（ａ）に示すようにキャップ部材
５６の突起部９１ａの両側の側面にキャップ部材側係止
部としてのキャップ部材側係止溝９１ｂ、９１ｃを設
け、キャップ部材５６を取付けた際に、このキャップ部
材側係止溝９１ｂ、９１ｃが先端部１ａの外周面６２に
形成した係止ピン挿入孔８３、８６とそれぞれ連通して
係止ピン８１の折曲部８１ａ、８１ｂが挿入可能となる
ように構成してもよい。これにより、係止ピン８１でキ
ャップ部材５６の突起部５６ａをその両端部で挟込むよ
うに係止できる。
【００３５】また、図８（ｂ）に示すように収納溝８４
は係止ピン７１の中間部分８１ｃの断面径よりも挿入部
１の先端側及び基端側に少し大き目に形成することによ
り取外溝部８５を形成してもよい。こうすることによ
り、係止ピン８１の中間部分８１ｃは工具などにより取
外溝部８５から係止ピン８１の中間部分８１ｃを掴んで
又は引っかけることにより容易に引出すことができる。
これにより、係止ピン８１を容易に取外すことができ
る。なお、この場合、図８（ｂ）に示すように係止ピン
８１の中間部分８１ｃにはくびれ部を設けてもよい。こ
れにより、取外溝部８５から係止ピン８１の中間部分８
１ｃを工具などにより掴むこと又は引っかけることがよ
り一層容易になり、係止ピン８１を一層取外し易くする
ことができる。
【００３６】以上、添付図面を参照しながら本発明に係
る好適な実施形態について説明したが、本発明は係る例
に限定されないことは言うまでもない。当業者であれ
ば、特許請求の範囲に記載された範疇内において、各種
の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであ
り、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属す
るものと了解される。
【００３７】
【発明の効果】以上詳述したように本発明によれば、係
止ピンにより挿入部の突起部挿入孔に挿入されたキャッ
プ部材の突起部を係止することにより、長期間使用され
てもキャップ部材が脱落しないように取付けることがで
きる。また、係止ピンの折曲部を挿入部の外周面から係
止ピン挿入孔へ差込み、係止ピンの残りの部分を挿入部
の外周面に形成した収納溝へ収納した状態で、その外周
面は被覆部材で被覆されるので、係止ピンが外部に露出*
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*されることはない。このため、挿入部、特にその湾曲部
及び先端部の絶縁性及び気密性が確保できる。また、接
着剤を埋込んで被覆することもないので接着剤が剥がれ
落ちることもない。これにより、接着剤等の異物が体腔
内に残ることを防止できる。しかも、収納溝は係止ピン
を取外すための取外溝部を有するので、修理等を行う際
には、工具などにより取外溝部から係止ピンを容易に容
易に取外すことができる。
【００３８】また、一カ所だけ折曲げた状態の係止ピン
の一端を含む折曲部を挿入部の外周面から係止ピン挿入
孔へ差込み、係止ピンの他端を含む残りの部分を収納溝
へ収納するようにすれば、係止ピンの他端は工具などに
より取外溝部から容易に引起すことができ、この他端を
工具などで掴むことができ、これにより、係止ピンを容
易に取外すことができる。
【００３９】また、一端部と他端部とを２カ所折曲げた
状態の係止ピンの一端と他端の折曲部を挿入部の外周面
からそれぞれ２カ所の係止ピン挿入孔へ差込み、係止ピ
ンの残りの中間部分を収納溝へ収納するようにすれば、
係止ピンの中間部分は工具などにより取外溝部から容易
に引出すことができ、これにより、係止ピンを容易に取
外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における内視鏡の外観構成
を示す斜視図。
【図２】図１に示す挿入部の先端部の構成を示す断面
図。
【図３】図２に示すキャップ部材が取付けられた状態の
先端部正面図。
【図４】図２に示すキャップ部材の構成を説明する断面
図。
【図５】図２に示すアングルゴムを外した状態の先端部
本体の構成を示す図で、同図（ａ）は同図（ｂ）に示す
Ａ－Ａ断面図であり、同図（ｂ）は先端部本体の側面の
外観図である。
【図６】本実施の形態における内視鏡の作用を説明する
図。
【図７】本実施の形態の変形例におけるアングルゴムを
外した状態の先端部本体の構成を示す図で、同図（ａ）
は同図（ｂ）に示すＢ－Ｂ断面図であり、同図（ｂ）は
先端部本体の側面の外観図である。
【図８】本実施の形態の他の変形例におけるアングルゴ
ムを外した状態の先端部本体の構成を示す図で、同図
（ａ）は同図（ｂ）に示すＣ－Ｃ断面図であり、同図
（ｂ）は先端部本体の側面の外観図である。
【図９】従来の内視鏡の先端部を示す断面図。
【符号の説明】
１…挿入部
１ａ…先端部
１ｂ…湾曲部
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３…本体操作部
４２…先端部本体
４２ａ…突起部挿入孔
５６…キャップ部材
５６ａ…突起部
５６ｂ…キャップ部材側係止孔
５８…アングルゴム
６１…係止ピン
６１ａ…折曲部
６１ｂ…残りの部分
６２…外周面
６３…先端部側係止孔
６４…収納溝
６５…取外溝部 *
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*７１…係止ピン
７１ａ、７１ｂ…折曲部
７１ｃ…中間部分
７３、７６…係止ピン挿入孔
７４…収納溝
７５…取外溝部
８１…係止ピン
８１ａ、８１ｂ…折曲部
８１ｃ…中間部分
８４…収納溝
８５…取外溝部
９１ａ…突起部
９１ｂ、９１ｃ…キャップ部材側係止溝
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